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（２）情報交換、意見交換等 

意見交換会の実施例（平成１７年度「ＮＰＯと県との協働のための意見交換会」の例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「ＮＰＯと県との協働のための意見交換会」の趣旨について 

  ＮＰＯ活動推進課では、平成１６年度から実施している県における協働のモデル

事業、ＮＰＯ協働提案推進事業について、次年度における「テーマ提案」部門に登

載を希望する「テーマ」を県の各課室所から募ることとしている。 

出された「テーマ」については「テーマ」を出した各課所室の担当者と「テーマ」

に関連の深いＮＰＯ、埼玉県ＮＰＯ懇話会委員（アドバイザーとして参加）との間

でその「テーマ」がＮＰＯと県が協働して実施する事業にふさわしいものかどうか

の意見交換を実施することとしている。 

 

◆意見交換会の開催概要 

 ・開催日 

平成１８年２月１４日（火） 

・会 場 

さいたま商工会議所会館会議室 

 ・参加者 

ＮＰＯ、ＮＰＯ活動に関心のある県民：５４人 

  県職員：４３人 

  埼玉県ＮＰＯ懇話会委員（アドバイザー）：８人 

 

◆意見交換会の内容 

 ・全体会（２０分） 

  ＮＰＯ協働提案推進事業の概要説明 

 ・分科会（１２０分）（１７年度は出された１６テーマを３～４テーマずつに分け、

それらを１くくりにし、１つの分科会を作った。） 

  ＊第１分科会 「まちづくり」 

  ＊第２分科会 「青少年・子ども」 

  ＊第３分科会 「環境・公園管理・道路の植樹」 

  ＊第４分科会 「農業・公園利用活性化」 

  ＊第５分科会 「国際・交通・商店街・企業支援」 

※提案方式について 

ＮＰＯ協働提案推進事業におけるＮＰＯからの提案方式は「テーマ提案」部門

（県側からの提案）と「自由な提案」（ＮＰＯからの自由な提案）部門の２部門

に分けています。「テーマ提案」部門とは県の各課所室における課題であり、Ｎ

ＰＯと協働して実施する事業としてふさわしいものと各課所室において判断さ

れた「テーマ」のまとまりのことです。いずれの部門についても事業にかかる委

託費はＮＰＯ活動推進課からの執行委任となります。 
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県の各課所室 ＮＰＯ活動推進課 ＮＰＯ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ＮＰＯと県との協働のための意見交換会」開催までの主な流れ 

各課所室にＮＰＯ協働提

案推進事業における「テ

ーマ」提出を依頼 

・他県における協働事業の実施

具体例 

・ＮＰＯ協働提案推進事業の趣  

 旨 

・「テーマ」を提出した後に実施

する「ＮＰＯと県との協働の

ための意見交換会」開催の趣

旨 

各課所室における「テー

マ」提出の判断 

提 出 を

希 望 し

ない 

提 出 を

希 望 す

る 

各課所室からの「テーマ」

とりまとめ 

ＮＰＯに対し、意見交換

会への参加者募集 

意見交換会における分科会の設

定（１７年度は提出された１６

テーマを 5 つの分科会に分け

た） 

◆募集案内の方法 

・ダイレクトメ－ル 

・ホームペ－ジ 

・彩の国だより 

◆留意点 

・会場の規模の関係上申込順

100人までとした。 

・参加を希望する分科会は第２

希望まで示してもらった。 

参 加 申 込 書 作 成

テーマ名、テー

マ概要作成 
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ＮＰＯからの参加申込書

とりまとめ 

第２希望に変更するか

どうかの判断 

意見交換会事前説明会 

◆当日の流れ 

◆当日の心構え、など 

◆分科会参加者の調整等 

最 終 調 整

意 見 交 換 会 本 番

調整の必

要のない

ＮＰＯ 

第２希望

に変更を

依頼する

ＮＰＯへ

は連絡 

参加者名簿、配付資料等作成 

分 科 会 の 調 整

◆会場の確保について 

  全体会と５つの分科会をあらかじめ設定したため、その要件を満たす会場を早めに確

保しました。 

◆県から「テーマ」をより多く出してもらうための工夫について 

  県からより多くの「テーマ」を出してもらうため、「テーマ」を募集する際には埼玉 

県以外の都道府県で実施している協働事業の具体例を示し、どのような種類の協働事 

業が他県のどのような課で実施されているのかを示しました。 

◆ＮＰＯ向け参加者募集のダイレクトメールについて 

 ・意見交換会の趣旨（県から出された「テーマ」がＮＰＯと県が協働して実施する事業

としてふさわしいものかどうか）をＮＰＯ向けダイレクトメールにはっきりと示しま

した。 

 ・参加を希望する分科会については、分科会を行う会場の規模的な問題もあるため、第

２希望まで示してもらいました。 

※可能な限り、参加者人数の制限や希望分科会の変更調整はしないように心がけました。

留 意 点 

申込日の遅かっ

た団体から順に 
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「テーマ」提出課所室 ＮＰＯ活動推進課 埼玉県ＮＰＯ懇話会 ＮＰＯ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ＮＰＯと県との協働のための意見交換会」当日の主な流れ 

全 体 会 場 準 備

直 前 打 合 せ入 場 入 場

時程と各委員の

役割確認等 

全 体 会

◆司会進行 

◆意見交換会の趣旨

等説明 

※全体会の進行中に

分科会場のセッテ

ィング 

各 分 科 会

◆各課所室が提出し

た「テーマ」につい

ての担当者による

概要説明 

◆ＮＰＯからの質疑

に応える 

◆司会進行 

◆意見とりまとめ 

総括 各「テーマ」に関する

意見交換 

退 場 退 場埼 玉 県 Ｎ Ｐ Ｏ 懇 話 会

参加した各分科会の 

総括発表 

会 場 片 づ け

司会進行 
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◆分科会の運営の仕方について 

 「テーマ」１つにつき、下記の①～③の流れで実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆意見交換実施の際に注意したことについて 

 ・県の担当者には、ＮＰＯからの質問などに対し、所属している課所室のコメントと

してではなく、できる限り個人的な見解を述べてもらうように周知しました。 

 ・ＮＰＯの参加者へは本意見交換会が県から出された「テーマ」についての意見交換

であり、ＮＰＯからの個別具体的な要求の場ではないということを周知しました。 

留 意 点 

 

①「テーマ」を出した課所室の担当者が「テーマ」についての概要を説明する。 

（１０分） 

 

②その「テーマ」について、関連のあるＮＰＯとの建設的な意見交換を行う。 

（２０分） 

※時間があれば、「テーマ」を越えた自由な意見交換を行う。 

 

③埼玉県ＮＰＯ懇話会委員によるまとめを行ってもらう。 

（５分） 

  →複数テーマあるため、次の「テーマ」へ 
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「テーマ」提出課所室 ＮＰＯ活動推進課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成１８年度「ＮＰＯ協働提案推進事業」募集要項への「テーマ」

登載までの主な流れ 

意見交換会における意見の集約

意見の要点を整理して公表する。 

※各発言者の氏名等は非公開にする。 

「テーマ」登載の判断と意見交換会に

おける各課所室担当者の意見に関する

確認 

◆「テーマ」登載は意見交換会における手応え 

と意見集約の内容から判断してもらう。 

※次年度以降の参考にするため、担当者の感想を

作成してもらう。 

登載を希望しない 登載を希望する 

平成１８年度「ＮＰＯ協働提案推進事

業」募集要項（案）作成 

と り ま と め

「テーマ」提出課所室に「テーマ」登

載の判断と意見交換会における各課所

室担当者の意見に関する確認の依頼 

意見交換会の意見集約をホームページで公開

◆それぞれの「テーマ」についてＮＰＯから出された意見や埼玉県ＮＰＯ懇話会委員 

からの講評は、集約してホームページ等で公開しました。 

留 意 点 
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Ｎ Ｐ Ｏ 第 ○ ○ ○ 号 

平成１８年○月○○日 

 

 各特定非営利活動法人 代表者 様 

 

埼玉県総務部ＮＰＯ活動推進課長 

 

「ＮＰＯと県との協働のための意見交換会」の開催について（お知らせ） 
 

 県政の推進については、日ごろ格別の御協力をいただき、厚くお礼申し上げます。 

 さて、当課では、下記のとおり、「ＮＰＯと県との協働のための意見交換会」を開催します。 

 これは、ＮＰＯ活動実践者と県職員が、県の施策やＮＰＯ活動の現状等について、直接意見交換を行

うことにより、ＮＰＯと県との相互理解を図り、協働を推進しようとするために開催するものです。 

 また、当課では「ＮＰＯと県とが協働して行う事業（ＮＰＯ協働提案推進事業）」を来年度も実施す

る予定ですが、この意見交換会はこれに連携するものです。皆様の御参加をお待ちしています。 

 なお、申込方法等、詳細は別紙１～３をご覧下さい。 

記 

１ 日時  平成１８年２月１４日（火） 13:30～16:00 

２ 場所  さいたま商工会議所会館 

３ 内容 全体会 

分科会 ①「まちづくり」 

②「青少年・子ども」 

③「環境・公園管理・道路の植樹」 

④「農業・公園利用活性化」 

⑤「国際・交通・商店街・企業支援」 
  ※分科会では、県がＮＰＯと協働して解決していきたい地域の課題（別紙３）を中心に意見交換を行いま

す。 

４ 定員  １００人（申込順） 

５ 申込期限 ○月○日（○）まで 

６ その他   埼玉県ＮＰＯ情報ステーションにも案内を掲載しています。 
（アドレス：http://www.saitamaken-npo.net/） 
 

担当：推進担当 ○○・○○・○○ 
電話 ０４８－８３０－２８３９ 
ＦＡＸ ０４８－８３０－４７５１ 

会場の収容人数の関

係上、このようにし

ました。 

本意見交換会の趣旨

をはっきりとさせる

標記を心がけました。

ＮＰＯ向けダイレクトメールについて 

各分科会は１０人～２０人位で設定し、

決められた時間内で意見交換がしやすい

ように配慮しました。また、各分科会の

テーマには流動性をもたせました。 



 
58

会場までの地図

です。 

「平成１７年度ＮＰＯと行政との協働のための意見交換会」申込方法等 

 

 

 

 
 
 

■日時 平成１８年２月１４日（火）１３：３０～１６：００ 
■会場 さいたま商工会議所会館 第１・２ホール 

浦和駅西口下車徒歩１５分（駐車場はありません） 

     
■内容 ＮＰＯと県との協働のための意見交換会 

・全体会  
・分科会 第１分科会 「まちづくり」 
     第２分科会 「青少年・子ども」 
     第３分科会 「環境・公園管理・道路の植樹」 
     第４分科会 「農業・公園利用活性化」 
     第５分科会 「国際・交通・商店街・企業支援」 

■対象 埼玉県内で活動するＮＰＯ 
■定員 １００人（申込順） 原則として、１団体につき１人とします。 
■申込方法 ○参加申込書（別紙）にご記入の上、ＦＡＸ又は郵送でお申込みください。 

○申込順での受付とします。お早めにお申込みください。 
○締切り：平成１８年○月○日（○） 
○定員に達してご参加いただけないことや、ご希望の分科会にご参加いただけないこ

とがあります。その場合には、こちらから電話でご連絡いたしますので、必ず電話

番号をご記入ください。（ご希望どおりに参加いただける方には、ご連絡は致しま

せん。） 
■問合せ 埼玉県総務部ＮＰＯ活動推進課 担当：○○・○○・○○ 

〒３３０－９３０１ 埼玉県さいたま市浦和区高砂３－１５－１ 
ＴＥＬ：０４８－８３０－２８３９ 
ＦＡＸ：０４８－８３０－４７５１ 

別紙１ 

駐車場の有無

を示しました。

第２希望の分科会に移動を依頼す

る際の処置について示しました。 
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埼玉県総務部ＮＰＯ活動推進課 行 

（FAX ０４８－８３０－４７５１） 

「平成１７年度ＮＰＯと行政との協働のための意見交換会」参加申込書 

 

団体名 
 

代表者氏名 
 

事務所の 

所在地 

〒 

参加者氏名 

 

 

必ず連絡のとれる電話番号をご記入ください。 

（日中・夜間等に分け、複数ご記入いただいても構いません。） 

電話番号 

 

参加を希望する分

科会 

以下の５つから、第一希望及び第二希望を選んでご記入ください。 

第一希望（     ）第二希望（     ） 

①第１分科会「まちづくり」 

②第２分科会「青少年・子ども」 

③第３分科会「環境・公園管理・道路の植樹」 

 ④第４分科会「農業・公園利用活性化」 
 ⑤第５分科会「国際・交通・商店街・企業支援」 

「テーマ」名： 

ご意見： 

 

 

「テーマ」に関する意見

（参加を希望され

る分科会（第一希

望）における「テ

ーマ」（別紙３の○）

について） 
 

その他 

車椅子席の確保の必要がある場合などはご記入ください。 

※個人情報については、本事業以外の目的で使用することはありません。 

 

別紙２ 

会場規模の関係

上、第２希望まで

記入してもらい

ました。 

 

前もって、意見を考

えてもらうこととし

ました。 

個人情報の取

扱については

十分注意しま

した。 

第２希望の分科会に移動を依頼する際に

いち早く連絡をとるために必ず記入して

もらいました。 
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別紙３ 

 
分科会の「テーマ」等について 

 
第１分科会：まちづくり 

○田園と都市が織り成す美しい景観づくりについて＜県土づくり企画室＞ 
○宿場町復活プロジェクト＜北本県土整備事務所＞ 
○コンパクトシティの実現に向けた仕組みづくり＜市街地整備課＞ 
○八潮南部西地区の安心・安全で快適な街並みづくり＜八潮新都市建設事務所＞ 
 

第２分科会：青少年・子ども 

○非行等からの立ち直り支援について＜青少年課＞ 
○企業等との連携による新たな子育て支援サービスの提供について＜子育て支援課＞ 
○ニート就業支援＜若年者就業支援室＞ 
○埼玉ふるさと野菜の絵本（児童書）作成＜東松山農林振興センター＞ 
 
第３分科会：環境・公園管理・道路の植樹 

○涌水の保全と活用＜水環境課＞ 
○「魅（見）せる河川」推進プロジェクト＜河川砂防課＞ 
○道路植樹帯における、樹種の選定、設置及び維持管理について＜北本県土整備事務所＞ 
○県民との協働により公園づくり＜公園課＞ 
○ＮＰＯとの協働による公園管理＜公園課＞ 
 

第４分科会：農業・公園利用活性化 

○「農山村の魅力」資源の再発掘及びグリーン・ツーリズムの新たなビジネスモデルづくり＜農山村魅力づくり室＞  
○「埼玉自慢ブログ」の運用管理＜流通販売推進室＞ 
○秩父ミューズパーク活性化対策＜公園課＞ 
 
第５分科会：国際・交通・商店街・企業支援 

○多言語による外国人相談・情報提供を行う機関の連携強化＜国際課＞ 
○地球環境に優しい「かしこいクルマの使い方」の推進＜交通政策課＞ 
○商店街の空き店舗、公民館などを活用した、地域における映画上映会の普及・促進について＜新産業育成課＞ 
○商店街活性化の支援＜地域商工業支援課＞ 
○中小企業の経営革新計画づくりの支援について＜創業・企業支援課＞ 
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目安：○：○○ 

司会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

懇話会委員 

○○委員 

 

司会 

 

１ 自己紹介 

お待たせしました。 

 これから、分科会を始めます。 

  資料「ＮＰＯと県との協働のための意見交換会 分科会について」を

御覧ください。 

 この分科会は、第○分科会「○○・○○・○○」です。よろしいでし

ょうか。 

それではまず、ＮＰＯの皆様には、席札を作っていただきます。 

（司会が例を見せながら）このような形にして、団体名が皆様の目に入

るように置いてください。 

 

   （若干時間をとる） 

 

  この分科会では、具体的な意見交換のテーマが○個あります。 

 時間も限られていますので、１テーマ○○分を目安に、県からのテー

マ説明と相互の意見交換を行っていきたいと思います。  

そして、全てのテーマについて意見交換が終了した後に時間があれ

ば、補足的な意見交換やテーマにとらわれない意見交換を行いたいと思

います。 

 終了予定は○時○○分です。途中退出は可能ですが、他の分科会への

移動はできません。また、パンフレットにつきましてはこの場で配布す

ることは控えていただき、空いている机の上をご利用ください。また、

携帯電話については音が出ないように設定をしていただければと思い

ます。 

 

 できるだけ多くの参加者が意見を出せるように、それぞれのご意見は

簡潔にお願いいたします。 

  さきほど、全体会でお話ししましたように、この会は、施策を方向付

けしたり、具体的な結論を導き出したりするものではありません。 

  ＮＰＯの皆さんと協働して事業を実施することで、より大きな成果が

生み出せる可能性があるテーマを県の各課から提案させていただき、そ

のテーマに沿って、意見交換をすることで、協働の可能性を探っていく

ための場ですので、よろしくお願いします。 

 

  それではまず、この分科会でアドバイザーとして入っていただいてい

るＮＰＯ懇話会委員の皆様を改めてご紹介いたします。 

特定非営利活動法人○○ ○○ さんです。○○委員よろしくお願い

いたします。 

 

（委員自己紹介） 

 

 

ありがとうございました。 

次に、本日、テーマ説明と意見交換のために出席している県職員につい

ＮＰＯと県との協働のための意見交換会 分科会シナリオ（第○分科会） 

実際に使用した分科会シナリオ 

分科会の確

認をします。 

ネームプレ

ートを作成

してもらい

ます。（Ａ４

の紙とペン

は配布して

おきます。） 

 

※机を用意

しないで実

施する場合

は、バッジ形

式のネーム

プレートを

用意します。 

参加者全員

で配慮しま

す。 

意見交換会

の趣旨を再

確認しても

らいます。 

目安の時間を示して

おきます。 
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県職員 

 

司会 

 

 

 

 

ＮＰＯの方 

 

 

 

司会 

 

目安：○：○○ 

司会 

 

 

テーマ説明者 

 

司会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

て、順に自己紹介をお願いします。 

 

（自己紹介） 

 

  ありがとうございました。 

  次に、ご参加いただいているＮＰＯの皆様からも自己紹介をお願いし

ます。時間の関係もございますので、団体名・お名前のみでお願いしま

す。 

 

（自己紹介） 

※自己紹介が長くなるようであれば「恐縮ですが、ここでは団体名とお

名前だけでお願いします。」と伝える。 

 

  ありがとうございました。 

 

２ 意見交換 
  それでは、早速、テーマ説明に入らせていただきます。 

最初のテーマ「○○○について」、○○課 ○○さんお願いします。 

  

（テーマ説明（○分程度）） 

 

  ありがとうございました。 

  続いて、意見交換に入らせていただきたいと存じます。 

 「テーマ」に関係のある団体の方からのご質問・ご意見を優先させた

いと思います。 

  ご意見がある方は、挙手いただき、私から指名させていただきます。

恐縮ですが、くれぐれも簡潔にお願いします。では、どうぞ。 

 

－－－ 意見交換 －－－ （概ね○○分程度） 

 

※テーマ課に対する質問が絞れていない場合 
質問を適切なタイミングで遮り、「ご質問のポイントは○○○○です

ね。」として適切にまとめる。 

※意見が「テーマ」から外れた場合、他の「テーマ」に関することに話
題が移行された場合 
「恐縮ですが、その内容については、後ほどのフリー意見の時間に、

または、アンケート用紙の意見覧に、ご記入していただければと思い 

ます。今は「テーマ」に関する意見に絞っていただければと思います。」

※意見が出ない場合 
「今回の意見交換会を実施するに先立って、皆様から出していただ 

いた「テーマに関する意見」についてですが、 

・・・「テーマに関する意見」読み上げ・・・ 

この意見について○○課 ○○さん、何かご意見はありますか。」 

または、 

「○○委員、何かご意見をお願いできますでしょうか。」 

※どうしても意見が出てこない場合 

 
自己紹介は

なるべく時

間をかけな

いように配

慮しました。 

複数の「テー

マ」で１つの

分科会が作

られている

ための配慮

です。 

参加者募集

の際にＮＰ

Ｏの方に示

してもらっ

た、「テーマ」

に関する意

見の集約票

を配布資料

としていた

ので、それを

もとに話題

づくりを試

みました。 
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目安：○：○○ 

司会 

 

 

 

 

 

 

 

目安：○：○○ 

司会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○○委員 

 

 

 

目安：○：○○ 

司会 

 

 

 

 

 

 

 

 「それでは、このテーマに関係することで、団体としてできることは

どんなことか具体的に示していただけますでしょうか。」 

※進行補助係は、意見の概要を書き留めながら、時間にも気を配り、 

目安の時間近く（意見交換開始後○○分）になったら、司会に知らせ 

る。 

※開始時間等をメモし、長くても一つのテーマを説明・意見交換含めて

○○分以内に納めるようなイメージで進行する。 

 

  まだまだ、たくさんのご意見があることかと思いますが、テーマも複

数ありますので、（皆様からの意見も概ねいただけたようですので、）こ

の辺りで、次のテーマに移らせていただきたいと思います。 

  なお、お話しいただけなかったご意見につきましては、ご面倒ですが、

アンケート用紙の意見欄にご記入くださるようお願いします。 

それでは次のテーマ「○○○について」、・・・ 

 

（途中省略） 

 

以上で、予定していたテーマに関する意見交換は終了しました。 

  この後、終了までにはまだ若干時間がございます。今日のテーマに関

して補足的に意見をお持ちの方がいらっしゃれば、ご意見をお願いしま

す。 

 

    （意見を確認しつつ、時間があれば） 

 

  そのほか、今回のテーマにかかわらず、ご意見がありましたらお願い

します。 

 

  まだ、たくさんのご意見があることかと思いますが、間もなく、終了

の時間となりますので、懇話会委員からまとめをしていただきます。 

 ○○委員から、簡単なまとめをお願いいたします。 

 

（コメント） 

 

ありがとうございました。 

 

３ 閉会 

 今日の意見交換により、さまざまな協働の可能性が見つかったことと

思いますし、十分に意見をいただけなかった部分もあるかと思います。

今回の意見交換会の結果を検証して、今後の意見交換会等につなげてい

きたいと考えていますので、恐縮ですが、アンケートにご協力くださる

ようお願いいたします。 

  アンケートと名札（ご記名された用紙は抜いていただき）は出口の回

収箱、または私ども職員にお渡しください。 

    今日は、長時間にわたりお疲れ様でした。 

 

 

意見を述べ

きれない参

加者がいた

場合の配慮

です。 

進行補助に

は時間の管

理を行うと

同時に、司会

への連絡調

整役となっ

てもらいま

した。 
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テーマ① 
景観アクションプランに基づく、田園と都市が織り成す美しい景観づくりのための調査・検討について 

担当課 県土づくり企画室 景観・まちづくり推進担当 

テーマの

概要等 

１ 概要 

田園と都市が織り成す美しい景観づくりを進めるため、県は平成１７年度末に景観アクションプラ

ンを策定し、平成１８年度からプランに基づく景観施策を実施する。景観アクションプランでは、県

民が主体となった景観形成の取り組みを促進するため、公益法人やＮＰＯを景観法に基づく景観整備

機構に指定する制度を活用するとしている。具体的には、地域住民などの民間活力を生かすため景観

整備機構を活用し、  

①景観重要建造物・樹木の活用、景観農業振興地域整備計画における農地の管理  

②景観重要公共施設に関する事業への参画（以上「景観法」による）  

③重要文化的景観の活用（「文化財保護法」による）  

等を進める必要がある。そこで、情報の提供、調査研究、コーディネート業務、行政施策との役割分

担など、景観整備機構のあり方や具体的方策についてノウハウのあるＮＰＯに調査・検討を委託し、

協働したいと考えている。  

２ 現状 

川越、深谷、行田など県内各地では、ＮＰＯが歴史的な建物と街並みの保全に取り組んでいる。  

３ 課題・目的等 

ＮＰＯは、各地域に限定した活動を行っており、これらの活動をまとめる組織や仕組みが必要であ

る。  

意見交換 

○景観計画とこのテーマの関係性を教えてほしい。（ＮＰＯ）  

○景観法では、景観計画区域を指定することで、景観重要建造物等の指定ができるようになる。した

がって、景観計画区域はできるだけ広く指定したい。そのために、市町村の協力も得て、景観資源

の調査も実施した。景観計画の中身としては、規制誘導勧告制度で色やデザインの緩やかな規制が

できる。来年度から進めていきたい。・・・ 

○アクションプランは一般的な話なのか。それとも具体的なものか。（ＮＰＯ）  

○アクションプランの中身は、県の景観に対するビジョン（構想）と行動計画を定めている。具体的

な地域でのものは市町村で作っていただくものと考えている。広域的な景観については県で行うべ

きところもあり、盛り込んでいるところもある。  

○具体的な地域の指定はあるのか？（ＮＰＯ）  

○行動計画の施策の一つに広域景観形成支援プロジェクトというものがあり、県庁内関係課や市町村、

ＮＰＯ等に呼びかけていきたいと考えている。その情報を県で集約し、みなさんにテーマ設定のよ

うなかたちで提示していきたいと考えている。（県土づくり企画室）  

○景観法の景観計画区域の制度としては全県を指定したい。（県土づくり企画室）  

 ・・・ 

（他のテーマの意見交換について） 

委員講評 

・・・ 

○本日のこういう場に出席している行政の人は、ＮＰＯに理解のある人である。行政にはＮＰＯに関心のない

人がおそらく９０％以上いるだろう。今日ここに出席している人は、そういう人たちに説明する役割を持って

いる。行政の人が持つべきメンタリティや教養を考えたとき、出席している人に対しては、きついことも言う

けれども、提案してくれたことに関しては、暖かく受け止めることも非常に大事である。（○○委員）  

 

「テーマ」の概要

について 

ＮＰＯ名は公表し

ませんでした。 

各課所室名は公表しました。

各分科会の総括として、委

員講評を公表しました。 

ホームページによる意見交換会の意見集約の公表の仕方




